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既存施設(解体不可)

既存施設(解体可)

都市公園

道の駅の方向性検討にあたっての前提共有

■対象施設の概要■検討対象エリア

■検討の制約条件

① 立体駐車場、観光案内所を除く既存施設の解体又は継続活用の判断は事業者の提案による
② 施設配置は検討対象エリア内である限りは事業者の提案による
③ 島崎公園内に整備可能な建築面積：約1,150㎡
④ 屋外駐車場の利用は無料。立体駐車場は継続して有料とする。
⑤ 現道の駅HPに記載のある「右折禁止」部分は、本事業においても引き続き制約となります。

http://michinoeki-miyazu.jp/

■検討過程と本検討委員会での説明範囲
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施設テーマ等検討

第２回島崎・浜町
ウォーターフロントエリア
活性化検討委員会

報告

導入機能検討

施設規模検討

配置例検討

需要予測

事業スキーム等
検討

サウンディング調査

仮説設定

検証・適宜反映

第３回島崎・浜町ウォーターフロントエリア
活性化検討委員会

検討状況報告

◼現在進めている道の駅の方向性検討状況の報告の前に、検討対象エリアや対象施設の概要等の前提事項を共有します。
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資料３

整備効果検討

道の駅方向性の
取りまとめ

第4回島崎・浜町
ウォーターフロントエリア
活性化検討委員会

報告予定

令和7年1月28日 令和7年3月24日 令和7年6月予定


